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２０１１県民アンケート調査 
県 民 生 活 に 関 す る 意 識 調 査 

 
～ 県民アンケート調査へのご協力のお願い ～ 

 
県民の皆様には、日頃から、県政の推進にご理解、ご協力をいただき心からお礼

を申し上げます。 
熊本県では、県政に県民の皆様のご意見を反映させていただくため、毎年、県民

アンケート調査を実施しています。 
この調査は、日常生活や社会・生活環境などについて、日頃、皆様が感じたり、

行っていらっしゃることをお尋ねし、県の施策に活かしていくものです。 
調査対象者の選定にあたりｓましては、県内にお住まいの２０歳以上の方々の中

から、１，５００名を無作為に選ばせていただきました。 
よりよい熊本づくりに向け、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 
 

平成２３年５月               
熊本県知事  蒲 島  郁 夫    

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査票へのご記入にあたって 
 
 ○ アンケートへの回答は、封筒のあて名の方ごご本人でお願いします。 
   （ご本人でのご記入が困難な場合は、代筆でもかまいません。） 
 
 ○ 回答は、黒の鉛筆又はボールペンなどで、ここの調査票に直接記入してください。 
 
 ○ 内容がわからない質問や、回答したくない質問には、回答されなくてもかまいません。
   （回答していないところがあっても、そのまま返送してください。） 
 
 ○ 記入が終わったら、調査票を二つ折りにして、同同封の返信用封筒に入れ、切手を貼ら

ずに 平成２３年５月２４日（火）までに 郵便ポストに投函してください。 
 
○ ご回答いただいた内容は、無記名のまま集計、分析し、回答者個人を特定する情報は
わからない仕組みになっています。 

■ お問い合わせ先 

熊本県企画振興部企画課 企画政策班 担当：河野
かわ の

、山下 
  

 電   話 ０９６－３３３－２０１９（直通） 
    ファックス ０９６－３８２－４０６６ 
    電子メール ｋｉｋａｋｕ＠ｐｒｅｆ．ｋｕｍａｍｏｔｏ．ｌｇ．ｊｐ 
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農林水産業について

 
 

  
 
 

１ 地産池消に関心があり、なるべく県内農林水産物を購入している 
２ 地産池消に関心はあるが、県内農林水産物にはこだわらない 
３ とくに関心がない 
 
 
 
 
１ 食料を供給すること 
２ 水田や畑が、大雨のときの河川の氾濫（はんらん）をおさえること 
３ 水田が、地下水を涵養（かんよう）し、河川の水量を安定させること 
４ 水田や畑が、様々な生き物の命を育むこと 
５ 農村が、心と体をリフレッシュさせたり、体験学習の場になること 
６ 農村が、歴史や文化を伝える行事、伝統芸能を継承すること 
７ その他（                          ） 
８ とくに関心がない 

 

労働・雇用対策について 

 
 
 
 

【雇用対策 （２つ以内で○ ※７以外は複数選択可）】 
１ 就職できずに高校・大学を卒業した若者への就職支援   
２ フリーター※１や失業中の若者などへの就職支援 
   ※１ 定職につかず、アルバイトなどで生活費を得ている人  

３ ニート※２、ひきこもり※３など、働くのが困難な若者の自立支援 
   ※２ 仕事についておらず、通学も家事もしていない人 

   ※３ 長期間にわたり自宅や自室にこもり、社会的な活動に参加できない状態が続くこと 

４ 就職の受け皿となる県内の雇用の場の確保 
５ 地域や産業界が求める人材を育てるための職業訓練 
６ その他（                        ） 
７ わからない 
 

問１   あなたは、地域で生産されたものを地域で消費する「地産地消
ちさんちしょう

」に関心がありま

すか。また、県内でできた農林水産物（または加工品）を購入（またはレストラン

などで注文）していますか。 （１つだけ○） 

問２   あなたは、「農業・農村」の持つどんな機能に関心がありますか。 
（あてはまるもの全てに○ ※８以外は複数選択可） 

問３   あなたは、熊本の将来を担う若者の雇用対策、人材育成として、何が必要だと思
いますか。次の【雇用対策】【人材育成】それぞれについてお答えください。
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【人材育成 （２つ以内で○ ※８以外は複数選択可）】             
１ 技術の高度化やＩＴ化に対応した人材の育成 
２ 地場産業を支える熟練技能者の育成 
３ 農林水産業の担い手の育成 
４ 高齢化社会を見据えた医療・福祉人材の養成 
５ グローバル化に対応できる人材の育成 
６ 学生・生徒などの勤労観の育成 
７ その他（                ） 
８ わからない 

 
 

 
 

  
１ 日本経済を支えている        ６ 労働時間が長い 
２ 社会に貢献している         ７ 内容のわりに給料が安い 
３ やりがいがある           ８ その他 
４ 仕事内容が難しい            （             ） 
５ 労働環境が厳しい          ９ わからない  

 

人権について 

 
 
 
 

 
１ 女性の人権            ８ ハンセン病回復者等の人権 
２ 子どもの人権                      ９ 感染症・難病等をめぐる人権 
３ 高齢者の人権           10 犯罪被害者等の人権 
４ 障がい者の人権                  11  インターネットによる人権侵害 
５ 同和問題              12  その他               
６ 外国人の人権                          （              ） 
７ 水俣病をめぐる人権        13 とくにない  
 
 
 
 
 

問５   熊本県では、人権が尊重される社会の実現のため、「熊本県人権教育・啓発基本計
画」において、同和問題をはじめとする様々な人権問題を、県として取り組むべき

人権の重要課題と位置づけています。 
あなたは、次のうち、どの人権問題に関心がありますか。 

（あてはまるもの全てに○ ※13以外は複数選択可）

問４   若者の「ものづくり」離れが進んでいると言われていますが、あなたは、ものづ
くりに携わる技術者・技能者について、どんなイメージを持っていますか。 
（あてはまるもの全てに○ ※９以外は複数選択可） 
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ハンセン病問題について 

１ 知っている             ２ 知らない 

 
 
１ ある                ３ ない 
２ 少しある              ４ わからない 

 

男女共同参画について 

 

 
１ 同感する              ４ 同感しない 
２ どちらかといえば同感する      ５ わからない 
３ どちらかといえば同感しない 

 

やさしいまちづくりについて 

 
 
 
 

１ ある                ２ ない 
 

問９－１で「１」と答えた方にお尋ねします 
 
 
 
１ 保健・医療・福祉分野        ５ 文化・スポーツ・芸術分野 
２ 子どもの健全育成、教育分野     ６ 地域づくり分野 
３ 環境保全分野            ７ その他 
４ 地域安全・災害救援分野         （             ） 
 

問６   あなたは、ハンセン病が感染しにくい病気だということを知っていますか。 
 （１つだけ○） 

問７   あなたは、ご自身のお気持ちの中に、ハンセン病の患者さんや治癒された方に対す
る偏見や差別意識があると感じますか。 （１つだけ○） 

問８   あなたは、「男は仕事、女は家庭」などと、性別によって職場や家庭、地域での役
割を固定しようとする考え方についてどう思いますか。 （１つだけ○） 

問９－１ あなたは、過去１年間に、ボランティア活動（職業として行うものは除く）に参
加したことがありますか。  
（１つだけ○） 

問９－２ それは次のどの分野のボランティア活動ですか。  
（あてはまるもの全てに○ ） 
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１ そう思う              ４ そう思わない 
２ どちらかといえば、そう思う     ５ わからない 
３ どちらかといえば、そう思わない 

健康について 

１ 定期的に（最低年１回）健康診断を受けている（２の歯科検診を除く） 
２ 定期的に（最低年１回）歯科検診を受けている 
３ 歯間ブラシやデンタルフロス（糸ようじ）を使用して、歯をみがいている 
４ 食品や栄養を、バランスよく組み合わせて食べている 
５ 睡眠や休養を十分とるようにしている 
６ アルコールは、飲みすぎないよう適量を心がけている 
７ たばこを吸わない、または控えている 
８ ウォーキングなどの運動をしている 
９ 自分の適正な体重を知り、その体重を維持したり、近付けるよう心がけている 

10 その他（                               ） 
11 何もしていない 

 
 
 
 
 
 

１ 内容を理解し、十分活かしている 
２ 内容を理解し、ある程度活かしている 
３ 内容は理解しているが、あまり活かしていない 
４ 内容は理解しているが、ほとんど活かしていない 
５ 言葉は聞いたことはあるが、内容は知らない 
６ 全く知らない 
 

問 10   あなたは、ここ数年間で、障がい者用駐車場などの設備の利用に関する一般的マ
ナー※が良くなってきたと思いますか。 （１つだけ○） 

 
※障がい者用駐車場の利用のほかに、点字ブロックの上に物を置かない、スロープの前

を物でふさがない、車いす対応トイレを汚さないなど、障がい者の方が利用するた

めに配慮された設備の利用マナーを含みます。 

問 11   あなたは、日頃、健康の維持・増進のために、何をしていますか。  
（あてはまるもの全てに○ ※11以外は複数選択可） 

問 12   あなたは、食育※の考え方や内容を理解し、日常生活の中に活かしていますか。

（１つだけ○） 
 
※食に関する知識や望ましい食習慣を身に付けるとともに、地域の産物や食文化につい

ての理解を深め、健全で豊かな食生活を送る能力を育むことをいいます。 
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ねんりんピックについて 

 
 
 
 

１ 大会の内容について、詳しく知っている 
２ 開催時期やマスコットなど、少しは知っている 
３ 言葉は聞いたことがあるが、内容は知らない 
４ 全く知らない 
 

問 13－１で「１」、「２」、「３」と答えた方にお尋ねします。 
 
 

 
１ 選手として出場経験がある。     ６ 県広報誌「県からのたより」 
２ 家族や親戚、知人から聞いた。    ７ チラシ（リーフレット） 
３ 大会関係者として参加（予定）    ８ 新聞・雑誌等の紙面広報 
４ ホームページ            ９ 広報宣伝キャラバン隊の活動 
（県庁、大会専用ホームページ）    10 その他 

５ テレビ番組やラジオ番組         （              ）  

 

地域医療について 

 
 
 
 

１ 不足していると思う 
２ どちらかといえば、不足していると思う 
３ どちらかといえば、不足していないと思う 
４ 不足していないと思う 
５ わからない 
 

 
 
 

１ 整っていると思う 
２ どちらかといえば、整っていると思う 
３ どちらかといえば、整っていないと思う 
４ 整っていないと思う 
５ わからない 

問 13－１ あなたは、今年１０月に熊本県で開催される「第２４回全国健康福祉祭くまもと
大会（ねんりんピック２０１１

ふ れ 愛

熊本）」について知っていますか。 （１つだけ○）

問 13－２ どのようにして知りましたか。 
（あてはまるもの全てに○ ※10以外は複数選択可） 

問14 あなたがお住まいの地域では、医師が不足していると思いますか。  
（１つだけ○） 

問 15   あなたがお住まいの地域では、救急医療体制が整っていると思いますか。 
（１つだけ○） 
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認知症について 

 
 
 

１ 内容を具体的に知っている 
２ 内容を少しは知っている 
３ 言葉は聞いたことがあるが、内容は知らない 
４ 全く知らない 

 
 
 
 

１ 専門的な治療を行う 「認知症疾患医療センター」 
２ 高齢者に関する総合的な相談ができる、市町村の 「地域包括支援センター」 
３ 電話相談ができる 「認知症コールセンター」 
  （認知症ほっとコール ０９６－３５５－１７５５） 
４ 認知症に関する理解を深める 「認知症サポーター養成講座」 
５ 判断能力が不十分な高齢者等が、財産を侵害されないよう、本人の代わりに
財産管理等を行う 「成年後見制度」 

６ 日常生活に不安のある高齢者等の金銭管理の手伝い、通帳や印鑑を預かるな
どの支援を行う 「地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）」 

７ １つも知らない 

 

子育てについて 

 
 
 

 
１ そう思う             ４ そう思わない 
２ どちらかといえば、そう思う    ５ わからない 
３ どちらかといえば、そう思わない 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 知っている            ２ 知らない 

問 16   あなたは、認知症の症状や、対応のしかたを知っていますか。 
（１つだけ○） 

問 17   熊本県では、認知症対策を積極的に推進しています。あなたは、次の取組みや機
関を知っていますか。 （あてはまるもの全てに○ ※７以外は複数選択可） 

問 18   あなたは、お住まいの地域の子どもたち（高校生以下とします）が心豊かに育っ
ていると思いますか。 （１つだけ○） 

問19 あなたは、毎月１５日が「肥後っ子の日」※であることを知っていますか。 
（１つだけ○） 
 
※熊本県では、家族全員で食卓を囲んだり、お店で子育て家庭を優待するなど、県民が

それぞれの立場で子どもの育ちを支える取組みを行う日として、毎月１５日を「肥後っ

子の日」（１５
ひ ご

＝肥後）としています。 
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１ 虐待の疑いがある場合にも、通報しなければならないことを知っていた 
２ 虐待が明らかな場合だけ、通報しなければならないと思っていた 
３ 通報しなければならないこと自体知らなかった 

 
現在、中学生以下のお子様がいらっしゃる方にお尋ねします。 

 
 
 
１ 楽しいと感じることが多い 
２ どちらかといえば、楽しいと感じることが多い 
３ 楽しいと感じることと、辛いと感じることが、同じくらいある 
４ 辛いと感じることが多い 
５ わからない 

 

障がい者施策について 

 
 

 
 
１ あると思う             ３ ないと思う 
２ 少しはあると思う          ４ わからない 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
１ 差別に当たると思う 
２ どちらかといえば、差別に当たると思う 
３ どちらかといえば、差別には当たらないと思う 
４ 差別には当たらないと思う 
５ どちらともいえない 

問 22   あなたは、障がいのある人に対して、障がいを理由とする差別があると思います
か。 （１つだけ○） 

問 23  障がいのある人がない人と同じように生活できるようにするためには、行政や企
業などそれぞれが、様々な配慮や工夫※を行う必要があります。 
あなたは、このような配慮や工夫を行わないことは、「障がいを理由とする差別」

に当たると思いますか。 （１つだけ○） 
 

※例えば、企業、学校、病院などが、自己負担でスロープを設置したり、点字や手話で

情報発信したりすることなど。ただし、それが過度な負担となる場合は除きます。 

問 20   児童虐待防止法では、児童虐待を受けた子どもを発見した人は、虐待の疑いがあ
れば、事実かどうかわからない段階でも、市町村・県の福祉事務所や児童相談所に

通報しなければならないとされています。 
あなたは、このことを知っていましたか。 （１つだけ○） 

問 21   あなたは、子育てが楽しいと感じることが多いですか、辛いと感じることが多い
ですか。 （１つだけ○） 
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食の安全安心について 

 
 
 
 
１ 全く不安はない                    ４ とても不安がある 
２ あまり不安はない                   ５ わからない 
３ ある程度不安がある 
 

問 24－１で「３」または「４」と答えた方にお尋ねします 
 
 
 
１ 残留農薬 
２ 生産（栽培）方法がわからないこと 
３ 生産地・原産地等の表示が正しいかどうか 
４ 遺伝子の組換え 
５ 産物に付着している細菌、ウイルスなど 
６ その他（              ） 

 
問 24－１で「３」または「４」と答えた方にお尋ねします 
 
 
 

１ 食品添加物の安全性 
２ 食品表示が正しいかどうか 
３ 生産地・原産地がわからないこと 
４ 遺伝子の組換え 
５ 食物アレルギー 
６ その他（              ）  
 
 
 
 
１ 輸入食品や他県産の食品よりも安全だと思う 
２ 輸入食品より安全だが、他県産の食品とは同じくらいだと思う 
３ 他県産の食品より安全だが、輸入食品とは同じくらいだと思う 
４ 輸入食品や他県産の食品のほうが安全だと思う 
５ どれも同じくらいだと思う 
６ その他（                             ） 
７ わからない 

問 24－１ あなたは、現在、販売されている農林水産物（生鮮食品）や加工食品に不安を感
じますか。 （１つだけ○） 

問 24－２ 農林水産物（生鮮食品）を購入するとき、どのような点に不安を感じますか。 
 （２つ以内に○） 

問 24－３ 加工食品を購入するとき、どのような点に不安を感じますか。  
（２つ以内に○） 

問 25   あなたは、県内産の食品は、輸入食品や他県産の食品に比べて安全だと思います
か。 （１つだけ○） 
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熊本県の治安について 

 
 
 

 
１ 安心               ４ どちらかといえば不安 
２ どちらかといえば安心       ５ 不安 
３ どちらでもない 

 
 

防災について 

 
 

 
 
        １  知っている              ２ 知らない 
 
 
 
 

１ 住宅の耐震化            
２ 家具等の固定              
３ 非常時のための水・食料等の備蓄   
４ 地域の危険箇所の確認         
５ 自主防災組織などが行う避難訓練への参加 
６ 県・市町村等のホームページやメールでの気象情報などの収集 
７ その他 （                       ） 
８ 何もしていない 
 

  

 

 

 
 

      
     １ 知っている              ２ 知らない 
 
 
 

熊本県の文化について 

問 26   あなたは、熊本県の治安について、どう感じていますか。  
（１つだけ○）  

問 28   あなたは、ご自身やご家族を災害から守るために、何をしていますか。 
（あてはまるもの全てに○ ※８以外は複数選択可） 

問 29－１ 熊本県には、全国に誇ることができる、「細川コレクション（永青文庫）」をはじ
めとする「加藤・細川４００年の歴史、文化」があります。あなたは、それを知っ

ていますか。 

問 27  あなたは、お住まいの地域の中で、市町村が定めている災害時の避難場
所がどこにあるか知っていますか。（１つだけ○） 
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問 29－１で「１」と答えた方にお尋ねします。 
 
 
 
１ 展覧会、劇場などで鑑賞したことがある 
２ 講演会、学習会などに参加したことがある 
３ 伝承、保存活動に取り組んだことがある 
４ １～３以外の活動に取り組んだことがある 

（活動の内容：                         ） 
５ 何もしていない 

 

熊本県の景観について 

 
 
 
 

   
１ 美しいと思う           ４ どちらかといえば、美しくないと思う 
２ どちらかといえば美しいと思う   ５ 美しくないと思う 
３ どちらでもない（ふつう） 
 
 

環境について 

 
 

 
１ ノーマイカー通勤・エコドライブ  ６ 地産地消 
２ マイバッグの利用（レジ袋の削減） ７ その他   
３ 省エネ家電、製品の購入        （               ） 
４ テレビを見る時間を減らす     ８ 何もしていない 
５ 冷暖房の設定温度の調整 

（夏２８度、冬２０度目安） 
 

 
 

 
１ 言葉の意味を知っている 
２ 言葉は聞いたことがあるが、意味は知らない 
３ 言葉を聞いたことがない 

問 32   あなたは、生物多様性という言葉の意味を知っていますか。 
（１つだけ○） 

問 29－２ 「加藤・細川４００年の歴史、文化」に関する次の取組みに参加したことがあり
ますか。 （あてはまるもの全てに○ ※５以外は複数選択可） 

問 31   あなたは、地球温暖化防止のために、何をしていますか。 
（あてはまるもの全てに○ ※８以外は複数選択可） 

問 30   あなたは、熊本県の景観※について、どう感じていますか。 （１つだけ○）  
 
※景観には、自然や農山漁村、田園の景観、歴史的街並み、都市の町並みなど様々なもの

がありますが、これらを含めた県全体の景観をいいます。 
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交通渋滞について 

 
 
 
１ いつも感じる           ４ 感じない 
２ 時々感じる            ５ わからない 
３ あまり感じない 
 

政令指定都市、道州制について 

 
 
 
１ 企業が進出し、地元企業も活性化する 
２ 都市と地方を結ぶ道路等の整備が進む 
３ 大きなイベントや会議が増える 
４ 「熊本」の知名度が上がる 
５ 海外や県外からの観光客が増える 
６ その他（                              ） 
７ 特に期待していない 
 

 
 
 
 
 
 
 
１ 州都になってほしい       
２ 州都になるべきではない 
３ どちらでもよい 
４ 「州都」についてよく知らないので、わからない 
 

問 35－１で「１」と答えた方にお尋ねします。 
 

 
１ 都市機能が高まり、便利になると思うから 
２ 行政機関などが集まり、経済活性化や新たな雇用が期待できるから 
３ 州都の周辺部も発展し、県全体の発展につながると思うから 
４ 「州都」となることで何か良いことがあるような気がするから 
５ その他（                         ） 

問 33   あなたは、通勤、通学、仕事、買い物、行楽などのとき、熊本都市圏（熊本市を
中心とした都市圏）の道路が渋滞していると感じますか。  （１つだけ○） 

問 34   あなたは、熊本市の政令指定都市移行の効果として何を期待しますか。  
（あてはまるもの全てに○ ※７以外は複数選択可） 

問 35－１ 道州制※に関する県民の方々へのアンケート調査（平成 22年３月実施）では、九
州の中で「州都」にふさわしい場所として、熊本市を選んだ方が最も多いという結

果でした。あなたは、熊本市が「州都」になることを、どのように思いますか。 
（１つだけ○） 
 
 ※現在の都道府県制を見直し、全国を 10 前後のブロック（「道」「州」など）に再編し、
地方分権や国・地方を通じた効率的な行政システムを構築しようというものです。 

問 35－２ 州都になってほしいと思う理由は何ですか。 （２つ以内に○） 
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問 35－１で「２」と答えた方にお尋ねします。 
 
  
１ 今のままでよいと思うから 
２ 都市化が進み、住みにくくなると思うから 
３ 周辺部とその他の地域で、発展に差が出るおそれがあると思うから 
４ 州都になるための環境整備に費用がかかるのが心配だから 
５ その他（                          ） 
 

広報について 

 
 
 
 

 
１ 農林水産業            ７ 保健・医療・福祉 
２ 商工業、労働・雇用施策      ８ 教育、子育て 
３ 観光、特産品           ９ 生活の安全安心 
４ 地域づくり、文化        10 その他（              ） 
５ 環境、エネルギー         11 とくにない 
６ 道路、河川など社会資本整備 

 

暮らし全般について 

 
 
 
 

１ 強く感じる           ４ 全く感じない 
２ 少し感じる           ５ わからない 
３ あまり感じない 

問 36   熊本県では、広報誌「県からのたより」、県政テレビ番組、週刊メールマガジン
など、いろいろな媒体で県の取組みをお知らせしています。あなたは、県政に関す

るどんな情報が知りたいですか。 （３つ以内に○） 

問 37   熊本県では、誰もが「生まれてよかった、住んでよかった、これからもずっと住
み続けたい」と思える熊本の実現をめざしています。 
あなたは、現在、そのように感じますか。 （１つだけ○） 

問 35－３ 州都になるべきではないと思う理由は何ですか。 （２つ以内に○） 
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県 政 に 対 す る ご 意 見 

 
県政全般について、ご意見、ご提案がありましたらお書きください。 
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基 本 項 目 

  
最後に、あなたご自身のことについてお尋ねします。 

 
１ あなたの性別はどちらですか。 

  １ 男 性    ２ 女 性 

 
２ あなたの年代は次のどれですか。 

  １ ２０～２９歳     ２ ３０～３９歳    ３ ４０～４９歳 
  ４ ５０～５９歳     ５ ６０～６９歳    ６ ７０歳以上 

 
３ あなたは、熊本県に通算何年くらいお住まいですか。次のうちあてはまるものに
○をつけてください。 
１  １年未満      ２  １年～ ３年未満  ３  ３年～ ５年未満 
４  ５年～１０年未満  ５ １０年～１５年未満  ６ １５年～２０年未満 
７ ２０年～３０年未満  ８ ３０年以上 

 
４ あなたのお住まいはどちらですか。あてはまる市町村の番号に○をつけてくださ
い。 

熊 本 １ 熊  本  市  
芦 北 

30 水  俣  市 
31 芦  北  町 
32 津 奈 木 町 

宇 城 
２ 宇  土  市 
３ 宇  城  市 
４ 美  里  町 阿 蘇

16 阿  蘇  市 
17 南 小 国 町 
18 小  国  町 
19 産  山  村 
20 高  森  町 
21 南 阿 蘇 村 
22 西  原  村 

玉 名 

５ 荒  尾  市 
６ 玉  名  市 
７ 玉  東  町 
８ 和  水  町 
９ 南  関  町 
10 長  洲  町 

鹿 本 11 山  鹿  市 

上益城 

23 御  船  町 
24 嘉  島  町 
25 益  城  町 
26 甲  佐  町 
27 山  都  町 

   
球 磨 
 

33 人 吉 市 
34 錦   町 
35 あさぎり町 
36 多 良 木 町 
37 湯 前 町 
38 水 上 村 
39 相 良 村 
40 五 木 村 
41 山 江 村 
42 球 磨 村 

菊 池 

12 菊  池  市 
13 合  志  市 
14 大  津  町 
15 菊  陽  町 

八 代 
28 八  代  市 
29 氷  川  町 

天 草 
43 天 草 市 

44 上 天 草 市 
45 苓 北 町 

  
 

御協力ありがとうございました。  


